
、
ヘ
ミ

灘
撚
盤
鱗
灘
㎜
灘
灘
藏
⑭

責
4
禽
“
権
“
責
弓
鳶
り
禽
瓠
禽
“
貞
蓼
禽
彫
食
蟹
責
“
◎
夢
◎
“
魂
4
禽
夢
償
彰
養
都
愈
顔
“
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
来
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
安
五
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
写
真
は
戦
時
中
、
ふ
る
さ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
っ
て
い
る
人
は
み
ん
な
元
気
で
頑
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
願
い
を
込
め
、
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
る
た
め
に
撮
っ
た
と
き
の
一
枚
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
場
面
は
、
田
沢
村
の
小
学
校
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
か
・
れ
た
演
芸
会
に
如
来
寺
の
青
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
参
加
し
、
八
木
節
を
演
奏
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
子
で
す
。
当
時
十
八
歳
く
ら
い
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
思
い
ま
す
が
、
横
笛
を
吹
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
が
私
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
太
鼓
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
…
モ
ニ
カ
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
来
、
音
楽
が
好
き
で
現
在
も
村
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸
能
祭
な
ど
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
披

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
し
て
い
ま
す
。

へ
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’
．

　
》

へ
の
く
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雪
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■三種混合　第1期（3回目）S6L9．1～62．8．31生、昨年未接種者

　10月18日㈱／14：00～15：00／総合センター／村内全域

■ポリオ生ワク　初回者S63．12．1～H元．5．31生、追加者S

　　　　　　　　63．6．1～S63．11．30生、前回未投与者（満

　　　　　　　　4歳未満）

　10月30日（月）／14：00～15：00／保健センター／村内全域

巳母親学級・妊婦検診

　10月27日㈹／12：45～　　／上村病院／妊娠中の保健

■献　血

　10月27日㈹／10：00－12：00・13：00～15：00／保健センター前

■1歳半児検診　S62．10．1～63．4．1生

　10月13日㈹／13：00～　　／保健センター

■2歳児検診　S62．4．2～62．9．30生

10月20日㈹／13：00～　　／保健センター

■乳児検診　S63．12．1～H元．1．31生・H元．6．1～7。31生

　11月10日㈹／13：00～　　　／保健センター

云7揚鎌
10月11日～11月10日

・
馨融邊

噸旧■闘一圃一”卿剛顧”剛■騨い灘

13團
田沢地区掲人学級（総合センター19：30～21：30）

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　藤田義一）

⑭（日）
子供会交換会（総合センター13：00～16：00）

休日救急医（富田医院十日町市a52－3269）
村内一斉清掃の日

16（月）
愛郷徒（総合センター19：30～21：30）

PTA講演会（総合センター19：00～）

17（幻
木版酉教室（総合センター19：30～21：30）

18㈱

20働
田沢地区掲人学紐（総合センター19：30～21：30）

心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談貝　樋口永蔵、山田正平）

⑳（日）
村民バレーボール大会（P10参照）

体青協会長杯テニス大会（P10参照）
休日救急医（大島医院十日町市052－2957）

24（廻
郡市中学校クロスカントリー大会（中里中9：30～15：30）

25㈱
ワープロ入門講座（P10参照）

26㈲

27働
高齢者講座（総合センター及ぴ老人福祉センター
9＝30～15：00）心配ごと相談日（老人福祉センター

13：00－16：00　相談員　江口行男）

⑭（日）
ユニホッケー公認審判員養成講暫会（P10参照）

休日救急医（中条病院十日町市057－3018）

％㈱

2㈲

㊥働
文化の日　芸術祭（P6参照）
休日救急医（古藤医院津南町365－3001）

4ω

㊥（日）
村民バスケットポール大会くP10参照）

歩け歩け健康ウォーク（P10参照）

休日救急医（上村病院魯63－2111）

6（月）

7（灼
木版酉敦室（総合センター19：30～21：30）

10働
心配ごと帽蹟日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　根津敬）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
南

保
育
所
の
運
動
会
で
の
一
コ
マ

で
す
。
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち

は
赤
白
に
分
か
れ
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
が
応
援
す
る
中
、
玉

入
れ
や
網
引
き
、
駆
け
っ
こ
な

ど
の
種
目
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
わ
が
子
の
成
長
ぷ

り
を
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
に
納
め

る
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
　
編
集
後
記

o
．
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
”
と

昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
と
お
り
め
っ
き
り
涼
し
く

な
り
ま
し
た
。
稲
刈
り
も
順
調

に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、

「
今
年
は
米
が
少
な
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
お
宅
で
は
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。

■
毎
月
掲
載
t
て
い
る
「
思
い

出
の
一
枚
」
の
写
真
を
捜
し
て

い
ま
す
。
　
「
こ
ん
な
写
真
は
ど

う
か
」
と
い
っ
た
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

躍
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中
里
村
が
ふ
る
さ
と
創
生
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
事

桑
』
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
し

た
残
り
の
第
一
の
柱
「
村
民
み
ん
な
が
願
う
夢
』
の
選
定
が
終
わ
り

ま
し
た
。
今
回
は
先
月
号
に
引
き
続
き
、
そ
の
結
果
と
今
後
の
取
り

村
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
事
業
を
、
村
民
一
丸
と

な
っ
て
実
現
す
る
「
村
民
み
ん

な
が
願
う
夢
」
に
は
、
二
十
歳

代
か
ら
八
十
歳
代
ま
で
の
多
く

の
み
な
さ
ん
か
ら
八
十
一
件
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ど
れ
も
素
晴
し
い
も
の
ば
か

り
で
す
。

　
こ
の
中
か
ら
、
将
来
の
村
づ

く
り
に
つ
な
が
り
、
よ
り
多
く

の
村
民
が
み
ん
な
で
取
り
組
め

る
と
い
う
応
募
基
準
に
よ
り
審

査
し
た
結
果
、
ヴ
ィ
・
リ
ゾ
ー

ト
中
里
賞
に
は
「
郷
土
愛
を
育

て
る
ふ
る
さ
と
村
づ
ぐ
り
」
（
農

村
公
園
作
り
夢
の
会
　
代
表
樋

口
寿
平
さ
ん
〈
桔
梗
原
〉
）
、

正
夢
賞
に
は
「
多
目
的
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
」
　
（
太
嶋
活
行
さ
ん

〈
芋
沢
〉
）
、
ふ
る
さ
と
賞
に

は
「
マ
イ
リ
ゾ
ー
ト
中
里
村
」

（
南
雲
秀
彦
さ
ん
〈
堀
之
内
〉
）

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
三
名
に
は
、
三
万
円
、
二

万
円
、
一
万
円
相
当
の
商
品
を
、

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
絵
ハ
ガ
キ
を
差
し
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

に
つ
か
り
な
が
ら
ゴ
ミ
ュ
ニ
今

ー
シ
ョ
ン
で
き
る
村
民
保
養
所

や
村
外
に
村
民
山
の
家
・
海
の

家
な
ど
八
件
と
、
レ
ジ
ャ
ー
に

必
要
な
施
設
の
整
備
や
建
設
に

対
す
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。

團
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
関
係

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る

も
の
で
は
、
照
明
つ
き
総
合
グ

ラ
ン
ド
、
村
民
プ
ー
ル
、
サ
ィ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
総
合
体
育

館
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
関
す

る
ア
イ
デ
ィ
ア
が
七
件
。

　
ま
た
、
文
化
の
振
興
で
は
、

日
本
一
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
場
、

自
然
館
の
建
設
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

2

拮
梗
原

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

開発が望まれている田開稲荷神社周辺

囹
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
関
係

蜆
光
資
源
の
開
発
や
整
備
に

は
、
田
開
稲
荷
神
社
周
辺
、
清

津
峡
周
辺
、
養
魚
場
な
ど
に
公

園
を
整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う

ア
イ
デ
ィ
ア
が
圧
到
的
に
多
く
、

二
十
二
件
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
、

植
物
園
、
花
い
っ
ぱ
い
の
村
、

い
ら
ホ
う

銀
杏
並
木
の
あ
る
村
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
に
関
す
る

も
の
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
温
泉

囹
そ
の
ほ
か

企
業
誘
致
、
日
本
一
の
霊
園
、

誕
生
基
金
、
下
水
道
の
整
備
、

リ
サ
イ
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
著
名

人
講
師
の
村
民
大
学
開
校
、
花

嫁
対
策
、
外
灯
の
設
置
、
村
名

と
駅
名
の
変
更
、
一
億
円
の
み

こ
し
・
プ
ラ
チ
ナ
購
入
な
ど
ユ

ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
た
く

さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

五
月
以
来
、
村
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
三
本
の
柱
で
村
づ
く
り

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
た
く
さ
ん
の

応
募
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

優
秀
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
決
定
し
た
「
村
民
み
ん

な
が
願
う
夢
」
の
ア
イ
テ
ィ
ア

自
体
の
実
現
性
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
調
査
研
究
を
行
い
、

村
の
総
合
開
発
計
画
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
一
億
円
の
使
い

道
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
先
に
決
定
し
た
「
仲

問
と
一
緒
に
つ
く
る
夢
」
は
、

す
で
に
各
団
体
で
年
度
内
完
成

を
目
指
し
、
手
づ
く
り
の
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
の

「
や
っ
て
み
た
い
な
私
の
夢
」

も
実
現
に
向
け
具
体
的
検
討
に

入
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
何

が
必
要
か
t
。

役
場
内
部
で
も
全
職
員
が
数

名
づ
つ
の
班
に
分
か
れ
、
専
門

的
立
場
か
ら
調
査
研
究
を
し
て
、

報
告
書
を
村
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
提
出
さ
れ
た
膨
大
な
資
料

を
庁
議
（
課
長
以
上
の
会
議
）

で
審
査
し
、
今
後
の
村
づ
く
り

事
業
の
推
進
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
め
ぐ
る
課
題
、
地
場
産

業
の
振
興
、
人
口
問
題
、
高
齢

化
時
代
を
迎
え
て
の
生
き
が
い

や
健
康
づ
く
り
、
道
路
・
水
道
・

住
宅
整
備
、
今
後
の
教
育
の
あ

り
方
、
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
化
な
ど
い
ず
れ
も
重
要
な
課

題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　ふるさと創生「団体の夢」100万円コースで、行

われることになりましたエコーハガキの広奮スペ

ース活用アイディアを募集します。

Q璽醸＞エコーハ糖広吉スペ蘇‘こ鱒す
　る中黒村をP鼠する滋め緯大切と考えら無る素

　材及び図案。

（錘）・任意の期紙に、募集内容・儀所・氏

　名r電話番号を記入して下さい。

⊂亟）・応募者全貝に作成されたエコーハガキ5

凌塞董1盗醜譲な　国皿口巳

唖）・中里村役場開発課内
　　　　　エコーハガキ募集係へ

ハガキのこの部分が　　　⇔

　　広告スペースになります。

村民みんなが願う夢

　　　　　　　　郷土愛を育てるふるさと村づくり

　　　　　　　　　村内には家族そろって余暇をゆっくり楽

　　　　　　　　しめる所がありません。「村民憩いの場づ

　　　　　　　　くり」として、田開稲荷神社（桔梗原）周

　　　　　　　　辺一帯を開発し公園にしたらどうでしよう

　　　　　　　　か。
　　　　　　　　　ここには村の士地もあり、将来、広域農

　　　　　　　　道全線開通などを考えると最適地だと思い

　　　　　　　　ます。たくさんの広葉樹林や四季の花を植
　漏　　　　　　　　え、多目的施設（村民休養センター、郷士

桔梗原　　　　　　　　資料館…）や気軽にできるスホーツ施設

樋口寿平さん　（バターコルフ、ゲートボール＿）などの

（農公園作り夢の会）馨撫譲≧叢灘欝

　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　多目的スポーツランド

　　　　　　　　　中里村は十日町市、中魚沼郡の中心にあ

鋤灘1懲講輪1杢葛
難瑠、難三羅影1三認≡襯

　　　　　　　　場、50m級の村民ブール、クアパウスなど
　　　　　　　　です。これらを整えれば人が集まり、さら

芋沢　　　には・若者の地元就職問題等の解消にもつ

太嶋活行さん鷺歎鶏が酬こなつて、村民

　　　　　　　　の中からオリンビック線の選手でも育った

　　　　　　　　ら最高ですね。

　　　　　　　　　　マイりゾート中里村

　　　　　　　　　①地域資本による地域観光整備②道路交

　　　　　　　　通網の整備③地域の特産物開発④大々的な

　　　　　　　　PR一の4本柱の「マイリゾート中里村
　　　　　　　　言†画」が実現でさればと思いますg
　　　　　　　　　新たな開発には多くのお金がかかりすぎ

　　　　　　　　ます。既存の清津峡、ねじり杉、七ツ釜な

　　　　　　　　　どの観光地を地元資本で再開発し、さらに

　　　　　　　　　そこまでの道路も整備するというものです。

　　　管　　　　2　特に国道35き号線の整備が第一となります。

堀之内　　　また・ススランやスカシユリ・米・きの

南雲秀彦・んξ建罐灘巖鴇競含莞
　　　　　　　　　せ大々的なPRに力を入れていったらどう

　　　　　　　　　でしようか。

平成元征4∩日10日広報かかマご3
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固
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計会

　
噺
餓
会
欝
、
特
別
会
欝
の
予
算
繍
額
謹
十
七
億
毒
、
葭
六
重
万
円
で
ス
タ
董
筆

し
た
昭
和
六
十
竃
年
皮
の
村
づ
く
η
や
こ
の
嫌
ど
、
縄
隼
慶
の
決
算
が
ま
と
ま
嚇
、

九
月
窓
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
も
た
。
決
算
纏
糊
年
閥
の
村
づ
く
号
の
紀
鎌
で
も

あ
纏
、
い
わ
ゆ
る
六
畢
八
欝
村
幾
の
家
欝
薄
と
も
い
え
ま
す
。
大
切
な
鋭
金
が
繕

づ
く
鱗
仁
ど
の
よ
う
鶴
養
わ
れ
た
か
繍
嫌
を
羨
ゆ
て
擬
鮪
窃
セ
し
ま
す
。

使われたお盒は

廓
鋭
の
内

般

地万交付税

13億4，659万6干円

　　　　　　（41．8％）

i驚覇

村
の
借
金

灘蝋

舞
　
歯

税
纏
　
　
ケ

　
お
　
　
　
　
c

㍑
璽

　
　
　
　
さ
亀

o
馳

　
　
鮒　

．
鯵

億
万
円

32
13

千

　
」
6

　
2

遣計
お

会般
．

　
’

単位：万円

馨
藤

卵
S
喬

　
　
　
％

省
8

政
5
5

　
（

郵

　　　　　　　　　　2億2，618万4干円（7．0％）

　　　　　　　　9，445万9干円（2．9％）

2億2，489万2干円（7．1％）

その他
　（14．5％）

林道整備

　（11．2％）

総額21億781万円

大蔵省
　　（42．4％）

他
％

の
8

そ
ー

学校建築

　（35．8％）

村道整備

　（38．5％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鵜　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　幽醸　　　藤薦擁
　
　
①
潤
い
の
あ
る
村
づ
く
り
②
人
間
性
豊

　
か
な
村
づ
く
り
③
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を

　
施
政
方
針
の
三
本
柱
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト

　
し
た
昭
和
六
十
三
年
度
の
一
般
会
計
決
算

　
の
歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
V
歳
出
（
村
が

　
使
っ
た
お
金
）
の
差
引
残
額
は
、
八
千
三

　
百
八
十
万
円
と
な
り
、
ま
た
、
特
別
会
計

　
も
そ
れ
ぞ
れ
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
依
然
と
し
て
高
い

　
歳
　
国
・
県
へ
の
依
存

　
　
一
般
会
計
の
主
な
歳
入
を
見
て
み
る
と
、

　
一
番
多
い
の
が
国
か
ら
く
る
地
方
交
付
税

　
で
全
体
の
四
一
・
八
督
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
つ
い
で
諸
収
入
の
一
二
・
八
智
、
村
税
の

　
一
二
・
○
響
な
ど
で
す
。

　
　
収
入
総
額
三
十
二
億
二
千
百
十
三
万
六

　
千
円
を
前
年
度
と
比
較
し
て
み
る
と
二
億

　
八
百
五
万
二
千
円
（
六
・
九
智
）
増
え
て

　
い
ま
す
。
増
え
た
主
な
も
の
は
、
諸
収
入
、

　
分
担
金
及
び
負
担
金
、
県
支
出
金
な
ど
で

　
す
。
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
村

　
税
収
入
は
、
前
年
度
よ
り
四
賛
増
え
三
億

　
八
千
六
百
九
十
六
万
三
千
円
で
村
民
一
人

　
当
た
り
で
み
る
と
五
万
七
千
二
百
二
十
六

　
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
収
入
に
占
め
る
自
主
財
源
（
村

　
税
な
ど
の
よ
う
に
村
が
独
自
で
ま
か
な
え

　
る
財
源
）
の
割
合
は
、
三
二
・
六
幹
で
、

　
あ
と
は
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
や

　
借
入
金
な
ど
の
依
存
財
源
で
す
。
特
に
地

　
方
交
付
税
は
、
収
入
に
対
す
る
割
合
が
依

　
然
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

琿

総務費
7億1，034万7千円

＼　　（22．6％）

謂
　
つ

費
砺
G
g

　
4
9

育
翫

　
億

教
6

　　31億

3，733万

　5千円

農林水産業費

5億4，052万3千円

　　（17．2％）

　
　
　
　
　
　
皐
e
申

　
　
　
　
　
　
伽
靭
　
　
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
　
　
　
1

　
　
講
脅
♂
翫

彰．
徳
　
　
矯
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
つ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
血
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

村
の
財
産

％
ρ

1億9，789万円

ぱ
ぼ
ぎ
　
ヒ

誹
棄

　
き
ド懸羅

「
響
’
・

海
譲
熟
　
』

＃

鱗
熱

・・欝

欝蔵

婁
ー
き
、

歳出
　
　
つ
ぎ
に
歳
出
を
見
て
み
る
と

よ
り
二
億
一
千
八
百
七
十
一
万
一
千
円
（
七
・

五
督
）
多
い
三
十
一
億
三
千
七
百
三
十
三

万
五
千
円
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
使
い
道
で
は
、
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
や
各

種
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
を
含
む
総
務
費

が
二
二
・
六
幹
、
学
校
の
建
設
、
み
な
さ

ん
か
ら
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
各
種
社
会

㎜
教
育
教
室
や
体
育
行
事
な
ど
を
含
む
教
育

費
が
一
九
・
六
督
、
新
農
業
構
造
改
善
事

業
や
基
盤
整
備
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
た
農

林
水
産
業
費
が
一
七
．
二
響
と
続
い
て
い

’
ま
す
。
な
お
、
村
民
一
人
に
使
わ
れ
た
お

金
は
四
＋
六
万
三
千
九
百
六
十
五
円
と
な

“
り
ま
す
。

各
種
基
金
に
あ
て
た

　
　
総
務
費
が
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
前
年
度

中
南

●
・
●

山　林1小学校
　　　：
小学校、中学校
　　　ロ
中学校：体育館
　　　コ
体育館1保育所
　　　じ運動公園・寄宿舎
　　　：
その他1その他

会計別 歳　　入 歳　　出 差引収支

国保（事業〉 5億7，613万円 5億2，199万円 5，414万円

国保（施設） 1億450万円 8，445万円 2，005万円

簡易水道 4，903万円 2，854万円 2，049万円

農業共済 ．　7，293万円 7，293万円 0

老人保健 4億612万円 4億204万円 408万円

4

調
　魎圓104．9ha

平成元年10月10日広轍噸かマε5
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平成
2年度

　
村
で
は
平
盛

造
改
善
事
業
で
農
村
情
報
連
絡
施
設

（
同
報
無
線
）
を
整
備
す
る
た
め
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う

に
役
場
を
親
局
と
し
、
屋
外
ス
ビ
ー

カ
i
（
村
内
数
カ
所
）
と
村
内
全
戸

に
受
信
機
を
取
り
つ
け
、
役
場
や
農

協
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
無
線
に

よ
り
、
迅
速
か
つ
的
確
に
み
な
さ
ん

に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
計
画
で
は
平
成
三
年
四
月
の
開
局

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
内

容
は
具
体
化
さ
れ
た
時
点
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
十
月
下
旬
ご
ろ
村
政
事
務

嘱
託
員
会
議
を
開
催
し
、
概
要
を
説

明
す
る
予
定
で
す
。 農

村
情
報
連
絡
施
設
（
無
線
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
戸
に
設
置
予
定

　
一
年
度
、
新
農
業
構
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
急
　
　
　
　
　
　
線

・情報化社会をめざして

移動用無線機

　“＼↑ノ

鮭
鋤戸別受信機

（親局）’
ご

ー
G

轟
（子局）

矧』愚L1人

屋外受信機

o

生π紹R介

歯科診ヨ

　圃囲

桜井直樹先生

で
開
業
す
る
た
め
に
退
め
ら
れ
、

に
は
、
十
月
一
日
付
け
で
新
潟
大
学
歯

学
部
よ
り
桜
井
直
樹
先
生
が
赴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
桜
井
先
生
は
、
愛
知
県
出
身
で
カ
ラ

オ
ケ
の
好
き
な
若
い
医
師
で
す
。

　
「
患
者
の
二
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
よ
う

　
村
国
保

歯
科
診
療

所
の
白
幡

先
生
が
実

家
（
山
形

県
鶴
岡
市
）

　
　
後
任

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

要
望
で
も
気
軽
に
み
な
さ
ん
か
ら
言
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
歯
槽

の
う
漏
の
診
療
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
着
任
の
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

中
休
診
日
の
変
更
中

・
日
曜
日
、
月
曜
日
、
祭
日
は
休
み
で
す
。

・
右
記
以
外
の
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら

　
午
後
五
時
ま
で
診
療
し
て
い
ま
す
。

地曝欝ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前9時～午後5時まで
　　　　㈱11月5日（日）　　　　　　　　　　　　（但し・4日は午後4時まで〉

　　　　　　繧勢保健センター　　　　（翻駿保健センター

　　　　　　　　翻　　　　　　　　　磯ゆ

義蘇　 ・歩1鶴騰21一ク　●ふを粟騨ヌニナー

鯵　　　　　・健康づくり功労者表彰　　　●地場産品コーナー
11月3日㈹～5日（日）　　　　　　　　（午前9時～）

午前9時～午後5時まで　　　　　　　　　　・おやつ試食

　（但し、5日は午後4時まで）　　　　　　　　　（午前10時～午前中）

　　　羅総合センター　　　　●さつまいも即売
　　　　翻験写真、書道、絵画、菊、　　（午前10時30分～）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・体力測定
　　　　　　　陶芸、盆栽展など
　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　（午前11時～〉
　　　　　　　※3日は裏千家による茶室、3日・4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ゲートボール大会
　　　　　　　　　日は陶芸教室、ろくろの実演あり　　　　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午削10時～）

他
校
に
は
負
け
な
い
ぞ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
内
小
学
校
親
善
陸
上
大
会

▼《　　9月27日、田沢小グランドで村内小学校親
五百年層　善陸上大会が開かれ・各校5・6年生の選手

學導1灘灘薪1己灘箕灘蕎這翫二

9　　　備）二清津峡、圓＝倉俣、（貝）＝貝野）

　
　
　
　
　
　
①
山
本
法
寿
㈱

②
村
山
等
㈹
③
井
口
英
詞
㈹

▼
五
年
女
子
　
①
広
田
量
子
㈹

②
桑
原
真
美
㈲
③
大
口
み
づ
え

田▼
六
年
男
子
　
①
根
津
茂
㈹
②

樋
口
裕
文
囲
③
井
ノ
川
隆
之
㈹

▼
六
年
女
子
　
①
井
ノ
川
葉
子

㈹
②
滝
沢
か
お
る
㈲
③
山
田
里

沙
子
㈲

《
八
十
層
ハ
ー
ド
ル
》

▼
五
年
男
子
　
①
山
本
法
寿
㈲

②
村
山
等
㈹
③
井
ノ
川
貴
之
㈹

▼
五
年
女
子
　
①
志
田
勝
江
㈱

②
大
口
み
づ
え
㈹
③
桑
原
真
美

㈲▼
六
年
男
子
　
①
鈴
木
学
㈲
②

村
山
悦
男
価
③
吉
楽
高
夫
働

▼
六
年
女
子
　
①
滝
沢
か
お
る

㈲
②
関
里
恵
㈹
③
樋
口
智
美
価

《
千
五
百
競
走
》

▼
五
年
男
子
　
①
井
口
英
詞
㈹

②
斎
藤
剛
㈹
③
山
田
弘
明
㈲

▼
六
年
男
子
　
①
根
津
茂
㈹
②

鈴
木
学
㈲
③
佐
藤
一
真
個

《
八
百
材
走
》

▼
五
年
女
子
　
①
石
沢
久
美
子

田
②
石
沢
恵
美
子
囲
③
斎
喜
真

奈
美
㈲

▼
六
年
女
子
　
①
関
寿
恵
価
②

熊
倉
美
奈
子
㈲
③
富
井
久
美
子

㈲
《
走
り
幅
跳
び
》

▼
五
年
男
子
　
①
太
嶋
宏
至
㈲

②
村
山
等
㈹
③
大
口
純
也
㈲

▼
五
年
女
子
　
①
広
田
量
子
㈹

②
石
沢
恵
美
子
㈹
③
石
沢
久
美

子
㈹

▼
六
年
男
子
　
①
吉
楽
高
夫
側

②
樋
口
裕
文
㈹
③
南
雲
新
二
㈲

▼
六
年
女
子
　
①
井
ノ
川
葉
子

囲
②
富
井
真
澄
㈲
③
山
田
里
沙

子
㈲

《
走
り
高
飛
び
》

▼
五
年
男
子
　
①
山
本
法
寿
㈱

②
樋
口
雅
史
㈹
③
高
野
良
徳
圃

▼
五
年
女
子
　
①
桑
原
真
美
㈲

②
村
山
友
㈹
③
志
田
勝
江
㈱

▼
六
年
男
子
　
①
根
津
茂
価
②

中
島
充
働
③
清
水
保
志
㈹

▼
六
年
女
子
　
①
岡
村
百
合
子

㈲
②
村
山
愛
㈹
③
藤
ノ
木
か
ほ

る
㈲《

四
百
溜
リ
レ
ー
》

▼
身
子
　
①
田
沢
②
清
津
峡
③

貝
野
　
▼
女
子
①
田
沢
②
倉

俣
③
清
津
峡

第
三
回
十
日
町
長
距
離
カ

　
ー
ニ
バ
ル
の
結
果

〔
響
翫
噸
〕

▼
小
学
生
男
子
八
百
㌶

一
位
　
根
津
茂
（
田
沢
小
）

▼
中
学
生
女
子
三
千
眉

二
位
團

　
　
　
竹
藤
さ
ゆ
り
（
中
里

　
　
　
中
）

四
位
　
高
橋
寛
子
（
中
里
中
）

▼
一
般
女
子
三
千
灯

三
位
　
樋
口
あ
け
み
（
高
校

　
　
　
　
生
・
干
溝
）

見
事
な
芸
に
観
衆
は
う
っ
と
り

　
九
月
十
七
日
㈲
、
村
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
芸

能
祭
。
民
謡
、
詩
吟
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
華
や
か
な

衣
装
を
こ
ら
し
て
三
十
二
の
見
事
な
芸
を
被
露
。

五
百
人
ほ
ど
の
観
衆
は
大
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

頼りにしていますよ！

　9月10日（日）、村内から300人余りの消防

団員が集まり、本番さながらの演習を実施。

国道を分列行進する頼もしい団員たちを沿

道の人たちはじっと見守っていました。

平成元年／0月10日広報かかマご7
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清津峡小学校6年

藤ノ木里史くん

　清津川はとてもきれいです。そ

の美しさを表わそうと思ってかき

ました。川をよく見ると緑、青、

茶などがあり、その川の色を出す

のに苦労しました。

桑原篤くん（3歳）⑭
　薫・マツエさんの長男（田代）

　ぽく、おもちゃのバイクや自動

車に乗るのが大好きで、いつも家

の中を走りまわっているよ。おも

ちゃを買ってもらうと、ねるとき

だって、まくらもとにかざってお

いているんだ。朝は、いつも早く

おきてマンガを見ているよ。お父

さんは、体がじょうぶで思いやり

のある子に育ってほしいんだって。

き
・
れ
・
い
・
な
・
コ
ス
モ
ス
満
開

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
脇
の
林
道
を

小
出
方
面
に
向
か
っ
て
い
く
途
中
、
沿

道
に
咲
い
た
き
れ
い
な
コ
ス
モ
ス
が
歓

迎
し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
赤
、
白
、
ピ
ン
ク
の
花
を
つ
け

た
コ
ス
モ
ス
は
、
荒
屋
の
大
村
建
設
さ

ん
が
「
観
光
の
名
所
に
な
れ
ば
」
と
春
、

種
を
ま
い
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

105歳の富井スイさん（市之越）

齢者に高最県内

村
内
の
名
所
が
一
目
で
わ
か
る
観
光
案

内
板
も
取
り
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

●一●　　　●一一男
平成元年9月15日現在）

青
年
農
業
士
三
人
が

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
農
業
研
修

　
新
潟
県
主
催
の
県
青
年
農
業
士
海
外

研
修
に
村
内
か
ら
三
人
の
青
年
農
業
士

が
参
加
し
ま
す
。

　
参
加
す
る
の
は
、
村
の
農
業
後
継
者

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
服

部
彦
一
さ
ん
（
東
田
沢
3
3
歳
、
水
稲
揺

診
、
畑
作
”
紛
経
営
）
、
吉
楽
広
志
さ

ん
（
上
山
3
2
歳
、
水
稲
脳
鈴
経
営
）
、

　
県
内
一
の
最
高
齢
者
だ
っ
た
新
潟
市
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
百
七

歳
）
が
九
月
十
二
日
に
亡
く
な
り
、
市
之
越
の
富
井
ス
イ
さ
ん
が

県
内
一
と
な
り
ま
し
た
。
ス
イ
さ
ん
は
明
治
十
七
年
二
月
十
四
日

生
ま
れ
の
百
五
歳
で
、
三
度
の
食
事
も
き
ち
ん
と
と
る
元
気
一
杯

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

躍
． 瑠郷

麟麟撒
　書

　
霧
遜

“
鰍　

　
臨

麟
騨

講闘

←女

齢

氏　名 年齢 集落 順位 氏　名 年齢 集落

富井　スイ 105 市之越 1 樋口　幸平 96 荒屋

小林　田鶴 97 田中 2 鈴木　孝義 94 重地

南雲　チユ 95 堀之内 3 富井　清作 94 市之越

広田　ヤス 94 小原 4 樋口　利一 93 田中

小山　サエ 94 田沢 5 上原　貞策 93 上山

服部　ワカ 94 田沢 6 南雲　喜平 92 本屋敷

鈴木　ミネ 92 重地 7 村山　義平 92 田沢

樋ロ　パナ 92 桂 8 山田甚三郎 92 清田山

徳井　チカ 91 堀之内 9 上原　高一 89 上山

樋ロ　ヤヨ 90 通り山 10 山田由太郎 89 東田尻

鈴木　マツ 90 荒屋 11 広田　健一 88 干溝

鈴木　トワ 90 下山 12 広田　耕作 88 田中

樋ロ　キタ 90 荒屋 13 鈴木　祐知 88 荒屋

太島　ムメ 89 芋沢 14 広田伊三治 88 山崎

樋ロ　マツ 89 干溝 15 鈴木　虎竹 87 荒屋

古
高
悟
さ
ん
（
朴
木
沢
新
田
3
1
歳
、
水

稲
％
珍
、
畑
作
L
ゆ
鯵
経
営
）
の
三
人
で

す
。　

こ
の
研
修
は
、
地
域
で
活
躍
し
て
い

る
青
年
農
業
士
を
海
外
に
派
遣
し
、
国

際
的
に
視
野
を
広
げ
て
も
ら
お
う
と
県

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
一
行
は
十
月

十
八
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の
十
七

日
間
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
西
ド
イ

ッ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
五
力
国

を
視
察
。
途
中
、
西
ド
イ
ツ
で
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
す
る
予
定
で
す
。

い
つ
ま
で
も
お
達
者
で

ー
老
人
福
祉
大
会
1

出発を前に稲刈りを心配する三人

　
第
十
回
中
里
村
老
人
福
祉
大
会
が
、

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
中
里
中
体

育
館
で
行
わ
れ
、
敬
老
者
に
記
念
品
贈

呈
や
祝
宴
な
ど
で
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
村
内
の
七
十
一
歳
以
上
の
高
齢
者
は

七
百
七
十
人
で
、
こ
の
日
は
四
百
八
十

人
ほ
ど
が
大
会
に
出
席
。

　
式
典
で
は
、
上
村
村
長
が
「
ま
す
ま

す
健
康
で
元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
村
や

県
、
郡
市
老
連
か
ら
敬
老
者
や
十
一
組

の
金
婚
夫
婦
と
三
組
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

夫
婦
に
記
念
品
贈
呈
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
祝
宴
に
入
り
、
清
津
峡
小
児

童
や
宮
中
さ
つ
き
会
な
ど
に
よ
る
ア
ト

ラ
タ
シ
ョ
ン
が
被
露
さ
れ
、
参
加
者
は

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

おじいちゃん、おばあちゃんおめでとう

たしの

継
7
●

　わた

鍵
　
　
脇

．
騒
と

⑰
如来寺

柳　秀子さん

大
阪
府
吹
田
市

　
吹
田
市
は
、
大
阪
市
内
よ
り

阪
急
北
千
里
線
で
二
十
分
程
の

所
に
所
在
し
、
大
阪
の
北
部
に

あ
る
人
口
三
十
二
万
人
の
大
都

市
で
す
。
ま
た
、
京
都
ま
で
四

十
五
分
、
奈
良
ま
で
一
時
間
と
、

大
変
行
楽
地
に
も
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
の
万
国
博
を

境
に
、
め
ま
ぐ
る
し
く
発
展
し
、

人
口
の
増
加
に
伴
い
住
宅
も
増

え
、
ア
サ
ヒ
ピ
ー
ル
な
ど
の
大

き
な
工
場
が
進
出
し
て
き
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
吹
田
市
は
、
国
鉄
時

代
の
日
本
一
規
模
の
大
き
い
列

車
の
操
作
場
や
、
マ
ン
モ
ス
団

地
で
有
名
な
平
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
、
万
国
博
後
地
公
園
な
ど
が

あ
り
、
町
は
大
変
活
気
づ
い
て

い
ま
す
。

　
中
里
村
に
住
み
つ
い
て
約
十

三
年
。
す
っ
か
り
中
里
村
に
な

じ
ん
で
、
冬
の
雪
さ
え
な
け
れ

ば
、
中
里
の
住
人
と
自
分
で
錯

覚
を
起
こ
し
そ
う
で
す
。

　　　　　　　　　∫し’

　　　　　　　　　　（

きっかけは……り十日町市の青年学級に一緒に行

　　　　　ってた友達の紹介なんです。

第一印象は……りこの人しかないと思いました。

　　　　ワすごく明るくて、おもしろそうな人

　　　　だと思いました。

交際中は……りよく誘ったし、彼女の家によく遊

　　　　ぴに行きました。

お互いへの要望は……ワ今のままでいい、満足し

　　　　ています。ワ体に気を付けてほしい。

子育てのモットーは……O素直で、人に好かれる

　　　　　ような人になってもらいたいですね。

今やりたいことは……り副業として、簡単なもの

　　　　　でいいから何かやってみたいですね。

　　　　ワ家の中を模様変えしたい。

村への要望……り観光地であるのだから、もっと

　　　　観光に力を入れてほしい。たとえば、

　　　　　「角間のねじり杉」などをもっと整備

　　　　　しPRをして、それを、きっかけに人

　　　　　が集まってくるようにしては、どうで

　　　　　しょうか。

り
鈴
木
寛
文

ワ
　
　
容
子

さ
ん

間）（角

平成元年10月10日広報かかマご9



　富井健　　さん
　　　　　（市之越・22歳）

傭響瞬
　仕事は、十目町市にあるタナ

ベ防災で働らいている。趣味は

ドライフ。休目は、車で遠くま

で行くこともある。挑戦したい

ことは、バイク（自動二輪）の

免許とスキーで級を取ること。

性格は、一見おとなしそうに見

えるが、自分では、結構明るい

と思っている。理想の女性は、

わがままを言わないで明るい人。

夢は、市之越でベンションを経

営すること。村への要望は、若

い人が集まってくるようなリゾ

ート開発を行い、活気のある村

にしてほしい。

妙高高原一周競争

灘

澱
鍵

譲
羅

　
　
沖
勤

鷲

、
雛
難

中里中Aチーム優勝／

　10月1日行われた妙高高原町

スキー連盟主催の妙高高原一周

競争で、中里中学校Aチームが

見事優勝。Bチームも8位に入

る健闘ぷりでした。Aチームは

社会人、大学、地元中学校チー

ムなどを退けての優勝でした。

10月1侶～10月17目は

違反建築防止週間です

　10月11日から17日まで、違反建築防

止週間が全国一斉に実施されます。「住

む人と建てる人が建築のルールを守っ

て快適な街づくり」をスローガンにし

て、建築基準法の目的や内容を広く知

っていただくため実施されるものです。

　建築物を造る前には、その建築の計

画が法令にあっているかどうかを建築

主事へ建築確認申請（高床式建物や鉄

骨2階建てなどを造る場合必要）をし、

確認を受けてから工事に着手しましょう。

　10月13日は全国一斉に違反建築防止

パトロールが実施されます。工事中の

建築現場には法令で定められた建築確

認済み表示の義務付けがあります。表

示板は絶対に忘れないようにしましょ
う。

　なお、期間中は十日町土木事務所建

築係で建築相談所を開設していますの

でご利用ください。　（ただし10月13日

は除きます）

　また、住宅などを新築、増改築する

際は建築工事届が必要です。この届け

は建築確認申請を必要としない床面積

10m2（約3坪）を超える建物がすべて

対象になります。作業場、車庫など建

てる場合も必ず届け出てください。

　詳しくは役場建設課へ”63－3111
（内線263）

労働保険がバワーアッブ／

　事業主のみなさん労働保険への加入

はお済みですか。10月1日から、パー

トタイマーの適正範囲が拡大されパー

トタイマーのみの事業所も加入が義務

づけられました。

　労働者を1人以上雇用している事業

主は早目に加入手続きをとられるよう

お願いします。

　詳しいことは、お近くの労働保険事

務組合または十日町公共職業安定所に

おたずねください。

国民年金相談所のご案内

　県立魚沼高等職業訓練校（堀之内）

　　　　蔑2年度生徒募集

■募集訓練科、定員

建築科　20名　　左官科　20名

■応募資格

　中学校卒業以上（平成2年3月卒業

予定者を含む）でおおむね30歳以下

　の人

■訓練期間　2ヵ年
■願書受イ寸期問

　平成元年10月9日（月）～11月6日（月）

●選考日時

　平成元年11月24日㈹　午前9時から

詳しくは当校へ　台（02579）4－2410

　長岡社会保健事務所から年金専門の

相談員がきますので、国民年金のこと

でお困りの方はぜひご相談ください。

■日時　10月20日㈹午前10時～午後3時

■場所　老人福祉センター

年末調整説明会のご案内

Aチーム〔1騨瞥〕

Bチーム灘劃

　十日町税務署では、平成元年度分年

末調整説明会を開催します。年末調整

のために必要な説明書及び諸用紙など

は、当日会場で渡しますので、徴収義

務者の方々は是非とも出席ください。

■脱明会場

月　　　日 会　　場

11月7日（幻午後2時～ 十日町市民会館

11月8日㈱午前10時～ 十日町税務署

11月8日㈱午後2時～ 川西町商工会館

11月9日㈲午前10時～ 中里村総合センター

11月9日㈲午後2時～ 津南町役場

自転車の持主探してます

　先月、干溝の薬師様境内に自転車が

放置されており、十日町警察署で保管

してあります。持主は連絡ください。

変速自転車（ブリヂストン）シルバー色

　連絡先　田沢駐在所　費63－2368

ただいま

工事中

工　事　費 場所 工事費 業　者 兜了予定日

清田山地区頭首工災害復旧 清田山
　　万円
144 大村建設㈱ 完了済

林道角間土倉線開設 角間 473 ㈲鈴芳建設 11月30日

村道東田尻中央線簡易舗装 東田尻 412 中野建設㈱ 完了済

村道山崎桂線舗装 田中生 751 上越舗道㈱ 11月19白

※工事費100万円以上の建設工事です。（％～％入札分）

今月の納税と振替日

臼村県民税

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

（10月31日〉

（10月31日）

（10月25日）

（10月25日）

11 広報かかマに 平成元年10月10日

スポーツを楽しもう一社会教育課費63－2493

⊂塵鍵塗二）⊂⊇一⊃
　　　　　　　　　　　　　　　　■と　き■と　き　10月22日（日）

　　　　午前9時～午後4時
■ところ　清田山自然運動公園

層問い合せ　詳しいことは公民館へ

■と　き　10月22日（日）

　　　　午前9時～午後4時
働ところ　村民体育館

■問い合せ　詳しいことは公民館へ

ろ
費
師

こ
加

と
参
講

9
　
■
　
●

■申し込み

10月29日（日）

午前9時～午後4時

総合センター

無料

斎藤定雄（日本ユニホッケ

ー協会理事長、源天堂大学

教授）

　10月24日（ウリまでに公民館

へ。定員60人で締め切り。

■と　き　11月5日（日）

　　　　午前9時～午後4時
■ところ　中里中学校体育館

■申し込み　10月25日㈱までに公民館

　　　　　へ

　　　（％　清田山自然運動公園）
（男子）

　1位＝服部恭久（如来寺）2位＝阿部

　等（高道山）3位＝樋口賢治（干溝）

（女子）

　1位＝保坂久美子（芋沢）2位＝相崎

伸子（十日町）3位＝田村京子（荒屋）

■コース

■申し込み

11月5日（日）雨天決行

午前8時保健センター前に

集合

魚沼スカイライン展望台か

ら保健センター前　約11km

　10月31日（火）までに公民館

へ

受講生募集1
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とき10月25・26・27観
　　　編後撃時一3時

と訪麟娘蕪　　 灘
車観込羅　蠣欝韮鯛㈱霧で織公驚蟻饗

囎皇防犯級の翼冒9闘o日愚

「気をつけて」

　朝の一言忘れず1．

●飲酒運転検挙者数　　　3人

●無免許運転違反者数　　5人

●事故発生件数　　　　17件

●死亡事故ゼロ　　　　32日

（9月末累計）

5盗犯の防止

4

轡　　　 前脚・

　　　ビ）　　　　　霞
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●訪問販売の被害防止

　　　口少年非行の防止

カギをしたその手その目でもう一度
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　わたしたちは干溝堀之川リバーサイ

ド事業実行委員会です。幸いにも先の

ふるさと創生「仲間と一緒につくる夢」

の500万円コースに採用されました。

　今、集落内では推進組織を作り、広

く皆さまにも喜んでいただけるような

堀之川公園づくりに取り組んでいます。

　その一環として堀之川の両サイドに

アジサイの植栽を計画していますが、

苗木が200本ほど不足しています。株分

けして下さる方を探しています。ご協

力くださる方は、ぜひ下記まで連絡下

さい。

o広田公男台63－34540江口春雄昏63－3437
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